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　４月２５日～２６日にかけて、熊本県で行われている
「第３８回全国都市緑化くまもとフェア　くまもと花と
みどりの博覧会」に広報委員４名で視察に行ってまい
りました。
　熊本フェアは、熊本城公園及び広場一帯で行われて
いる「街なかエリア」、水前寺江津湖公園一帯で行われ
ている「水辺エリア」、立田山で行われている「まち山
エリア」の３つのメイン会場で構成されています。
　フェアは熊本市全域で行われており、２日間ですべ
てを視察することは不可能なため、初日は「街なかエ
リア」２日目は「水辺エリア」を中心に視察すること
にしました。
　１日目は気温が２５度を超える汗ばむ陽気の中、熊本
城ホール～辛島公園～サンロード新市街～下道アーケ
ード～熊本城までの「街なかエリア」を、徒歩で視察
しました。サンロード新市街入口では、写真スポット
である巨大な立体花壇のくまモンが出迎えてくれまし
た。その後、アーケード内に設置された、全国の造園

技術の匠による華麗な技を駆使した作品を見て回り、
配置・見せ方・技術等に感心させられるばかりでした。
　その後、歩き疲れた私達は、昭和の雰囲気を醸し出
しているお洒落な喫茶店に入り、十分に休憩して英気
を養った後、熊本城を訪れました。報道では復興がか
なり進んでいるという認識でしたが、傷跡はいたると
ころに見受けられ、震災の大きさを感じました。また、
熊本城周辺に植えられていた樹木の大きさには目を見
張りました。特に幹周が５メートルはあろうかという
クスノキの巨大さに、歴史を感じさせられました。
　２日目は、朝から荒天の予報でしたが、午前中は天
気が持つとのことでしたので急いで「水辺エリア」内
の熊本市動植物園に向かいました。早い時間と言うこ
ともあり、貸し切り状態で鑑賞することができました。
そこには高低差を活かした奥行きのある広大な大花壇
があり、視察時には“火の国くまもと”を表す赤系の
花が植えられていました。フェア後半には“くまもと
の美しい水”を思わせる青系の花へとイメージチェン
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ジするとのことでした。企業・団体等の出展庭園や、
高校生が出展した庭園・全国デザインコンクール受賞
庭園をじっくりと視察し、動物と植物の混合展示で動
物が生息する森を再現した大温室を見て回り、熊本市
動植物園を後にしました。
　その後、シャトルバスで水辺エリア内にある国の名
勝・史跡に指定されている肥後細川家ゆかりの日本庭
園の水前寺成趣園に向かいました。参道の竹灯篭のオ
ブジェを視察している最中に雨が降り出したため、庭
園内に入りませんでしたが、また晴天時に訪れ庭園内
を散策し、夜間に幻想的であろう参道の竹あかりを体
験したいと思いました。
　雨は３１㎜/hと猛烈であったため、急いで路面電車に
乗り、バスターミナルに向かいました。熊本で春の嵐
を味わい、九州の雨のすごさを実感しながら帰路につ
きました。
　市内全域が、熊本の緑や水、歴史・文化を象徴する

メイン会場となっており、フェアを見て回ることで熊
本の魅力を堪能できる素晴らしいフェアだと思いまし
た。

（海瀬大五郎）
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総務委員会 委員長　平川　昌宏

　会員の皆様がたにおかれましては、平素より当協会の理念、またその活動にご理解いただきまして誠にありが
とうございます。
　ここで、総務委員会の主だった業務報告をさせていただきます。
　今年度も、 ４ 月 ２ 日～ ４ 日開催の千葉県建設業団体連合会主催新入社員研修会への参加をはじめ、 ８ 月 ７ 日に
は造園課程を置く高校、専門校との雇用問題の情報交換会の開催、 ９ 月 ２ 日行われた千葉県震災訓練への参加及
び、協会独自の災害情報伝達訓練の開催、 ９ 月２５日には震災訓練の施工業者、班長による訓練報告と、その改善
を目的とした合同会議の開催、同日には専門講師をお呼びしての実務者セミナーも開催致しました。１２月 ５ 日は
協会員の親睦を図る為のゴルフコンペの開催、１２月 ８ 日は忘年会を開催するなど多岐にわたっております。会員
相互の親睦の為にもこういった機会を有効に活用していただき、造園業界の益々の発展の為皆様とより親交を深
めたいとおもっております。
　また、会員の皆様より行事に対するご意見、ご希望ございましたら参考に致しますので遠慮なく協会まで連絡
いただきたいと思います。
　これからも皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

事業委員会 委員長　浮ケ谷　容徳

　令和 7 年度の事業委員会の活動について、ご報告いたします。

○　県との意見交換会について
　この事業は、我々造園業界の状況や要望を県の関係部局幹部の皆様に直接届ける場として毎年開催しています。
　本年度は、 ９ 月 ４ 日に千葉市のホテルプラザ菜の花で、会員皆様から頂きました要望・質問事項をまとめた要
望書を元に、協会役員等１６名と県からは都市整備局長をはじめ１４名の県職員の方に参加していただき、活発で有
意義な意見交換の場となりました。

　今後も引き続き様々な機会をとらえて、造園業界の発展のために県当局に質問意見を述べて行きたいと思って
おりますので、会員の皆様のご理解とご協力をお願い致します。

○　造園課程を置く高等学校との情報交換会
　この事業は、将来の業界を担う人材育成を目的として、学校関係者、県当局を交えて毎年行っている情報交換
会です。

　今年度は、 ８ 月 ７ 日千葉市の千葉県建設業センターで、協会役員等１5名と県学校関係者、成田西陵・茂原樟陽・
薬円台・我孫子テクノスクール（教諭） ５ 名と県庁商工労働部雇用労働課、県土整備部建設・不動産業課、県教
育庁学習指導課の担当職員 3 名が参加しました。

　はじめに協会側から「後継者育成に係る協会の主な事業」の内容について説明を行い、その後学校側から出前
授業、校外授業等についての要望、造園会社への就職状況、本年度の求人情報の提供などが出されました。これ
らの後継者育成に関し幅広い情報交換を行いました。

委 員 会 報 告
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技術委員会 委員長　川西　正人

〇国際園芸博覧会千葉県屋外庭園出展への技術支援活動
　今年度、2027年（令和 9 年）に神奈川県横浜市で開催（2027年 3 月19日～ 9 月26日）される国際園芸博覧会に向け、
県による屋外庭園出展を官民学連携の方針に基づいて千葉大園芸学部が作成した屋外展示のコンセプト・イメー
ジ図を元に、技術委員等が作業分担して、配置図、基盤平面図、施設平面図、設備平面図、立面図、植栽図、ス
ケッチ図などの基本設計作成業務に協力しています。
〇門松づくり講習会
　協会員の皆様に、伝統技術の継承として始まった本格的な門松づくり講習会。 今までに数多くの協会員の皆
様が参加していただき、それぞれの会社でも年末に製作しているとの声も聞くようになりました。 
　今年度も、協会員の皆様が講習を通じて作り上げられた門松は、県庁及び千葉県こども病院、千葉リハビリス
テーションセンターに 3 門の門松を寄贈させていただきました。 それぞれの寄贈先において、門松設置の際に
は温かい喜びの声と感謝の言葉をいただいております。
　また、一般の方々へのミニ門松づくりは、昨年度同様たくさんの方々に参加していただきました。 少しでも
多くの方々が伝統文化へ触れる機会を増やしていけるよう、協会員の皆様の更なるご協力をよろしくお願いいた
します。
〇魅力発信講座
　当講座は、県内の小学校、中学校、高等学校（造園科のある高校）、サポートステーションにおいて、ものづ
くりの魅力を教えることで日本の伝統技術伝承を目的としています。
　今年度は、千葉仕事プラザで３８人の小中学生に対してコケ玉教室を開催しました。子ども達に好きな植物を選
んでもらい作成に入りました。コケ玉作成中には私達造園業者が実際に行っている根巻きの技術を体験してもら
いそれぞれがガーデンピック（小鳥のオブジェ）を思い思いのものを選びどこに設置したらコケ玉がより良くな
るかなど沢山考え設置したことでオリジナリティのある作品になりました。
　当講座を通じて、受講者の皆さんが職業を選択する際に、自然の中で緑と触れ合う造園業という職を選択肢の
１ つにしていただければ幸いです。

広報委員会 委員長　湯浅　浩一

　広報委員会では、ちばの緑の発行を初め協会広報、パンフレット作成及びホームページによる広報活動をして
います。また、広報活動の一環として小・中学校への出張授業を委員会より講師を派遣し、造園業に関心を持っ
ていただき、造園の仕事を理解して頂くようにしています。出張授業では、造園業だけで 1 ～ 2 時間の授業にな
り公園ができるまでや、女性でも活躍できる仕事内容、日本庭園、インクルーシブ公園、バラの品種改良など造
園技術について説明し熱心に聞き入っていました。ちばの緑は、協会事業の取り組みや、参考になることが掲載
されています。会員の皆様に事業につながればと思い、そして協会活動や、広報活動でわかりやすく紹介できる
よう努めてまいります。お気づきの点や有益な情報などがございましたらどうぞ、お知らせ下さい。

造園技能検定推進委員会 委員長　鈴木　康史

　実技試験（製作等作業試験）は令和 7 年 7 月26日・27日の 2 日にわたり千葉県立我孫子テクノスクールで実施
しました。判断等試験（要素）は 8 月29日に、学科試験は 8 月24日にちば仕事プラザで実施しました。
　真夏の蒸し暑い中で実施されるため受験者には大変な実技試験となってしまいます。試験には制限時間等があ
り、正確、時間、体力、気力が一つでも欠けると合格出来ない試験です。
　造園技能検定推進委員会では100％の合格者を目指し対策講習会も実施しています。
　製作等作業講習会では、技術を持つ講師が受講生に基本から親切丁寧に講習をし、パワーポイントを用いて製
作順序や注意点も詳しく教え、指導を行っています。
　また、判断等講習会（要素）では、実際に樹木の枝葉を見て試験さながらの講習をしています。
　学科講習会では、過去問を厳選し講習しています。
　講師の方々には大変ご尽力をいただき、千葉県の造園に対する知識、技術向上を目指していただきたいと思い
ます。
　今後、造園技能士を受験される方は、ぜひとも講習会の受講をお勧め致します。


